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緒 言

急性肺炎 ノ経過 中二黄疸 ノ併 饗 ス ル コ ト ラ

Hauffガ1834年 二初 メテ記戴 シテカ ラ、 肺 炎

時 昌於 ケル肝機能障碍 ノ存在バー般 ニ ヨグ知 ラ

レタ事實 デアル｡叉 肺結核患者二於 テモ、一定 ノ

肝機能障碍 ノ現バ レルコ トハ、W.且ildebrand

α㌧W .Sehmidt{2》 テ初 トシ、 我國 デノ・氏平`3}、

4iJll一見谷 〔4似束、多撒 ノ業蹟 ガアル｡ソ ル肝

機能障碍 ハ滲 出型 ノ重症型 二著 シイコ トモー般

二認 メ ラレテイル
｡肺 壌疽 二關 シテハ江 口{5,ハ

61例 中28例(46%)二 尿 申 「ウロビリ ン」盟 ヲ謹

明 シ.多 少 ノ肝機能 障得 テ認 メ、佐藤一篠 井{6}ハ

肺壌疽 ノ所謂急性型 ノ凡 テニ過血糖 テ謹明 シ.

静 脈 内糖員荷 試験 ニ ヨツテ半薮以上 二於 テ病 的

曲線 ヲ呈 スル ト述 べ テイル｡以 上 ノ如 ク、 肺疾

患時 ル肝機能 障碍 二關 シテハ文獣 上 内外共 二多

敷 ノ研究業蹟 テ見 ル ノデアルガ、肋膜疾患殊 二

濃胸 ト肝機能 ノ問題 ハ絵 リ注 目サ レテイナ ィ｡

最近、金一一上原 σ1ノ・陣奮性膿胸患者 二於 テ 「サ

ン トニ ン」酸曹達法、果糖 食餌全血糖 法、Widal

氏HttmoklasischeKrise,血 清高 田氏反磨 ノ四

種 ノ肝機能 検査法 テ行 ヒ、三法以上 二於 テ陽性

成績 テ呈 シタモ ノ15人 中6人(40%♪ デ、 ソノ

6人 中3人(50%ル ガ膿胸 ニ ヨリ死 亡 シタ事 實 ラ

報告 シテ イル｡ソ シテ陳菖姓膿胸屍 ノ肝臓 二於

ケル組織學的痩化ノ・鯵 血、肝細胞 ノ渥濁、脂肪

痩性等 デ アッタ｡爾 、1936年DuPlessisu.

BarendJ.{8⊃ ノ・肝機能障碍 ノ強度 ニ ヨリ患者 ノ

豫後 ヲ判断 スル コ トガ出束、叉治療方針 ノ決定

ノ・肝機能検査 ノ結果 二基 ヅイテ行 フベ キデアル

ト言 ツテイル｡コ ノ間 ノ事情 ラ明 カニ スル タメ

ニ、 著者ノ・恩師大槻教授 ノ命 ニ ヨリ、 昭和14

年5月 ヨリ翌15年5月a至 ルー ケ年間・r.於テ、

大槻外科 二入院 シタ 肺、 肋膜疾患患者 中22例

ニ ヅイテ入院時、手術後 又ハ退院時 ノ各時期二
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肝機能検査 テ行 ツタノデ、 ソノ結果 テ次二報告

スル.各 症例 ノ手術ハ凡テ大槻教授 ノ御執刀晶

ヨル｡患 者 ノ種類ハ次 ノ如 クデアル｡

急性膿胸

陳薔性膿胸

肺壌疽及 ビ肺膿瘍

肺炎

肺「アクチノミコーゼ」

第一章 樵査方法

第 一 項 ア ゾノレビ ンーS尿 法

肝臓 ノ色素排泄機能 ヲ検 査 スルタメニ、「ア ゾル

ビ ンーS」テ使用 シタガ、コ ノ色素 ノ膓汁 内排泄 法

轟 ヨラズ■ 中川一見谷{9)ノ研 究 二從 ヒ、 尿中排

浬 量 ヲ測定 シテ間接的 二肝臓 ノ色素排浬機…能ノ

欺態 ヲ知 ラウ トシタ｡

1%「 ア ゾル ビンSJ溶 液4ccラ 室 腹時二 静脈 内

昌注射 シ、 注射後30ノ 、60ノ、90ノ、120生 ノ4同

誹尿 セシメル｡尿 ノ過小 ヲ防 グタメニ、注射直

後 ト1時 間 ノニ同 二 夫 々100ecノ 水 テ 飲 マセ

ル、 ソノ各分尿 ニツ イテPulfrich-Photomgter

9ヨ リ比色 シ濃 度 テ測定 スルeE,Eノ … ・吸光度

c,c/一 澱 研 ぺc君 α ト殉 、・%

「アゾル ビン一S」/1000倍 稀 繹度 ヲ 比色標準液

トシテ實験 的二著 者 ノ得 タ吸光度Eノ=・O.13デ

ア ルカ ラ、濃度 テ%デ 表ノ・ス ト、

C-0竪3× 十,%

1%「 ア ゾルビ ンーS」テ4cc静 注 シタ場 合 ノ尿 中

排泄%ラXト ス レバ、

x-｡号 」×談 「×去×〔尿量〕%

-
5早2× 〔尿量〕%

トナ ル｡

Eノ ・被 検 尿 ノPulfrich-Photometerカ ラ得 ラ

レル 吸 光 度 デ ア ル｡FilterNr.10(青)、KUvette
{

5.02mm｡

第 二 項 サ ン トニ ン尿 法

肝臓 ノ解 毒機能 テ検査 スル タメニ、高杉嘱 宮本

㈹二徒 ヒ、 「サ ン トニ ン」員荷 試験 テ行 ヅタ｡10

%「 サ ン トゾール」(「サ ン トニ ン」酸曹蓬溶液)

O.5ccテ 、 午前6時 空腹時 二於 テ患者 二排浬 セ

i馴閣

1::/

シメタ後皮 下二注射 シ、注射後3時 聞短(午 前

9時 、正午、午後3時 、午後6時)ノ4同 ト翌

朝午前6時 ノ合計5同 排尿 セ シメ、各分尿 ニハ

氷酷酸2-3滴 ヲ加 ヘテ貯 エ テオク｡検 査時間

中、食事 ハ特 二制限 シナ イ｡10ccノ 倍藪 マデウ

スメタ各分尿 ノ1cc二 、10%苛 性 「ソー グ」ヲ2

-3滴 加 ヘ テ、所謂 「サ ン トニ ン」色素或 ハ 「サ

ントゲニ ン」ガ呈 スル 紅攣 度 ヲ百萬倍 「エオ ジ

ン」水溶液 ト比色 シ、被検尿 テ適 當ニ ウスメテ

「エ オジン」標 準液 トー致 スル 稀繹倍薮 テ求 メ

のル
｡コ ノ稀稗 倍敷 ラ色素濃度 トシ.(色 素濃度》

×(補 正尿量 ノ第二位 ノ藪)テ 色素排泄 量 ト定 メ

タ｡百 萬倍 「エ オジン」水溶液 ハ0.1%「 エ オ ジ

ン」溶液 テ使用 ノ都度100倍 ニ ウスメテ用 ヒタ｡

第 三 項 糖 負 荷 法

室腹時50瓦 ノ葡萄糖 ヲ縄 「1的二與 へ、食後30/、

60'、90/、120'及t"3時 間 ノ五 同ニ ワタ リ耳 ヨ

リ探 血 シ、Hagedorn-Jensen氏 法 デ血糖値 テ

測定 シタ｡

第 四 項 血 清 高 田 氏 反 慮

高 田一Jetzler(11)ノ方 法 ニ ヨル｡判 定ノ・明 カナ架

状 ノ沈澱 テ有 スル試験管 ヲ(+)ト シ、32倍 以 上

ノ稀程度 二於 テ、一本 ノトキハ(+)、 二本 ノト

キノ、(昔)、 三本或 ノ、三本以上 ノトキハ(惜 〉ト規

定 スル｡

第 五 項 血 清 「ビ リノレビ ン」 、

血清 「ビリルビ ン」ノ測 定へ 粂川㈹,安 那加法

ニ ョル｡ソ ノ赤 攣度 テAutenrieth/Hellige・

Kolorimeterデ 比 色 シ、血 清「ビリル ビン」ノ量

ヲmg%デ 算 出 ス昭ル｡

第 六 項 赤 血 球 沈 降 速 度 反 懸
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Westergren民 法 ヂ測定 シ、中間値 ラ算出 ス

ル。郎 チ、1時 間値 デa,2時 間値 テbト ス レ

林 間値 嵩嘩mm/stデ アノVO

第 七 項1ウ ロ ビ リ ン 」燈

「ウ ロ ビ リ ノ ー ゲ ン」ハ
、Ehrlich氏 試i葉 箒 ヨ リ、

赤 色 反 応 ラ検 シ、 「ウ ロ ビ リ ン」測 定 へ3%沃

度 「チ ン キ 」テ被 検 尿 一=一2-3滴 加 へ 、 次....r.Sch-

1essinger氏 試 薬 テ加 ヘ テ 濾 過 シ、 ソ ノ濾 液 ガ:螢

光 ヲ呈 スレバ、該 試薬 ニ ヨ リ、 コ レヲウスメ、

肉眼 デ螢 光 ノ説 明出来 ル最大稀程度 ヲ求 メル.

ソ ノ稀稗 倍数 テ以 テ尿 中「ウロビ リン」ノ陽性度

1定 メタ。

第 八 項 「ミロ ンJ反 癒

「ミロ ン」反慮 二關 シテノ・
、今永一 小林㈹ ノ業績

ガァル。尿 二等 量 ノ「ミロ ン」氏試薬 テ加 ヘ テ加

温 スル。陽性 ナ ラバ、溶液i沈 澱共 二赤桃 色 デ

呈 スル。

第 二 章

第 一 項 「ア ゾノンビ ンーS」尿 法

1%「 ア ゾルビ ンーS」ヲ4cc健 康 者 ノ空腹時 ヲ選

ビ、 静脈 内注射 テ行 ツテ注射後30分 毎 二 排尿

セ シメ、2時 間 内 ノ尿 中色素排泄量 テ検 査 スル

ト、次 ノ如 キ結果ニ ナルO

第1表 「アソ〃ビン・S樹照試験(1%
rア ゾルビソーSj

、4cc静 注)

謝照試験

二12時 間排尿 セ シメ、其後 ハ24時 間 目ニ一同

排尿 セ シメテ、合 計五 同24時 間内二於 ケル「サ

ン トニ ン」色素尿 中排泄:量 テ測定 スル ト、第2表

ノ如 キ結 果ニナルa

氏{

名
年齢、性

2s

昌器

「アゾ〃ビ渇 尿暢 泄%i
2時間

釧6引 蝋 ・2謹 言

i馨i;ll黙鮮
4例2時 間 鞠i…6%

第1表 二示 ス如 ク、4例 ノ健 康男子 ノ2時 間練

計ハ軍均10・6%デ アル。 コ ノ内デs2時 間練 計

ノ最高値 ハ12.0%デ ア リ、 コレヨリ、1%「 ア

ゾルビ ンーS」4cc静 脈 内注射 ノ場合 ノ尿 中排泄

量ハ、13%以 下 デハ肝 色素排泄機能 二障碍 ナ シ

ト規 定 スル コ トヴ出來t13%以 上 ナ ラバ肝機能

障碍 ガアル ト言 ヘル.便 宜上rド アゾノレビ ンw.ー

ノ賜姓度 テ次 ノ如 ク規定 スル
。13-19%:(+)、

20一一29%:(十)r30% .以上:(井D。

第 二 項 「ナ ン トニ ン」尿 法
ひ

10%「 サ ントグール」0・5ccテ早 期空腹時 ラ選 ビ
、

健康者 イ皮 下.._.注射 テ行 ヒ、注射後3時 間 テキ

第2表 「サ ン トニ ンji対照 試験(10%iサ

ン トゾー ル」0.5cc皮 下注 射)

氏

名
年齢、性

1黙 差引器 一8
25 ♂5230;30

42

4例

ヂサ ン トニ ン」色 素 尿

中排 泄 量124時 開

明鍔 姻 劉繍
494

_、一金 ⊥.♀9_エZ

24時 間 卒 均

3415

3358

40隻
一、0

243

203

225

1191

健康者4例 ノ24時 間 総計 ノZF均 ノ・191ト ナ リ、

第1対 照例()テ 除 ケバ、何 レモ200以 上 ノ

値 ヲ示 シテイル。從 ヅテ24時 間総計190以 下

ナラバ、肝解毒機能障碍 ガアリr190以 上 ナ ラ

バ肝機能障碍 ナ シ ト規定 スル コ トが出來 ル
。便

宜上、陽性度 テ次 ノ如iク 定 メル。190一 一150:

(十)、149-50:(昔)、49以 下;(榊)。

第 三 項 糖 負 荷 法

葡萄糖50瓦 テ経 口的 ユ 與 ヘ テ血糖 値 ノ上昇友

ビ推移 ラ見 テ判 定 スル0最:高 値・ガ150mg%以

上 ナ ラバ糖同化機能 ノ障碍 がア リ、叉3時 間 目

ニ ナツテモ筒130mg%以 上 ナ ラバ 糖 同化機能

ノ障碍 アハ 規 定 ズル
。
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第三章 検査成績

第 一 節

第一項

コ レラノ症例 ハ、 全膿胸(5例)ノ 部分的膿胸

(3例 ナ及 ビ緊張 牲全 膿気胸(1例)ノ 三種 二分 ケ

ラLル0コ ノ内ニへ 入院前穿 刺療 法 ヲ受 ケタ

モ ノモアルガ、何 レモ非開放性 ノ歌態 デ入院 シr

登 熟、呼吸 ノ障碍、脈臆 ノ攣化、白血球増 多症r

胸 痛等 ノ定型的 ナ膿胸症状 テ呈 シティタモ ノデ

アル0勿 論、全膿胸 ≠ル カ、部分的膿胸 ナルカ

三 碧ヅテ自 ラ症獣 二差異 ガ ァルヶ レドモ
、 ソノ

肝機能障碍 二至 ヅテハ程度 ノ差 デ アツテ、 ソノ

存 否:或ハ手術 ニ ヨル(+)r←)ノ 關係 ハ同一律

ナル故、 …括 シテ記載 スル コ トニ スル.

1例 ノ穿刺排膿法 ヲ除 ク他 ノ8例 二封 シテ、 入

院後閉鎖性開胸術 が施行 サ レ、 コレニ引締 キ三

瓶法 ニ ヨル陰暦排膿法 が行 ハ レタ。手術前及 ビ

手術 後解熱 シ、呼吸w脈 搏共 二正常 トナ リ、膿

排 出 モ著明 二減少 シ或 ハ殆 ド消 失 シ、一般 状態

ノ著 シク軽快 シタ時期 ヲ選 ビ、前後 二岡 三 ワタ

膿胸患者ノ肝機能検査

急性膿胸患者ノ肝機能検査

リ肝機能検査 ヲ行 ヒ、 ソノ比較 テ 試 ミタ結果

ハ、次:ノ如 クデアル0後 者 ノ肝機能検査 ノ行ハ

レタ時期 ハw手 術後軍均約36日(最 短5～ 最長

77日/臼 デァルa

(1)rア ゾルビ ンーS」尿 法

(a>急 性 膿胸患者 ノ入院時 「アゾル ビ ンーS」尿 中

排泄%(第3表 〉

急性膿胸 患者9例 ノ入院時 二於 ケル 「アゾル ビ

ンーS」尿 中排泄%へ3時 間李均21.3%デ アル、

即 チt中 等度 ノ肝色素排泄機能 ノ障碍 ガアル。

更 二、 コレテ病 型別 ニスル ト、全膿胸(5例)ノ

2時 間李均ノ・22・8%、 部 分的膿胸(3例!ノ ・2L4

%ト ナ リ1全 膿胸 ノ・部分的膿胸 二比 シテ肝色素

排泄機能障碍 ノ程度 が少 シ強 イc緊 張性全膿気

胸(近 藤)ハ2時 間総 計13、6%(判 定 ±)デ アル

ガ、甚 グ シキ呼吸困難、 著明 ナル白血球増 多症

(24,000)i高 熱 等 ノ症状 テ示 シi術 後数 時間 デ

第3表 急性膿胸、入院時「アゾ〃 ビンーS」尿中排泄%

lli
氏 名i病 型{月 日

{1

「アゾ〃rン鋸 繊 塵
_i2繭{

3ピ6ひ 　陶 硝12σ 総 計
_晶 僧

劃 定

一　 一一■

、 … …

畠一一　 一

　 一

6/X(14)一 一 一1一 一 φ21
.4% 21.4% 丹

量 轍 14/XI,,11.2% 5.5% 2.7% 1.9% 21.3% 十十

一

iii:

一1■■コ」

14/1X,,一 一 一 31.6% 31.6 柵
24/1(15)5.5 4.8 3・7i3・0 17.0 十

}5/IV,,}8.8 一 一113.9
}

22.7!十 十一}一

蝦 胸5例2鯛 網 鞠i22・8%1什
_,罪 一"_　 一 ～一 一 一 　 一曲湘…～ゴ

昌[部 分的膿剛
一■ 肥__主

躯/X∬(14)/93 7・3i3・2}2・6 23.0 1十 十

29/皿(15)8.6 6・45・012・1 22.1 十十

19/皿,,{9.8 4.51.1i2.2 19.1 十

紛 膿 胸3例2時 鵬 計鞠i21囲 暮

一1繁 雑 蝦 鯛2/XI(・4)卜19・2{一}331・3・6{±
一{}

急隙 胸9例2時 醜 計鞠12・ ・3%i赫

(備 考)、 、■ 、 ノ各 症 例 二於 テ30!r60!、90〆 、12(Yノ 三 項 目 二 記載 ノナ イ

ノハ、 該 時 間 中 二泉 が 出 ズ、 從 ソ テ色 素 排 泄:量 ノ測 定 出来 ナ カ ツ タ タ メデ アル.以
'

下 、 之 島 回 ジ、.
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ノ

死亡 シタ。他 ノ論文(r實 験的肋膜疾患時 ノ肝 機

能 ト肝庇護」)デ製表 スル縁定 デアルガ、實験的

膿胸 晶於 テハ ソノ肝機能 障碍 ノ現バ レルユ先立

ツテ肝機能先進獣慾 が存在 スル。 コノ症例(近

藤)ハ 、・肺壊疽 ノ経過 中二、突然 ソノ病竃 が肋

膜腔 内二穿孔 シ、腐敗性 ノ緊張性全膿気胸 ヲ畿

生 シタモ ノデ1肝 機能検 査ハ糞病後2日 目二行

ノ、レタ。從 ツテ、 「アゾル 〕ビンーS」ガ13。6%(制

定 士〉ニ トドマル ノノ・、 コ レハ、著者 が實験的

膿胸時 ノ肝機能検査 二於 テ明 カニナ シ得 劣様 ナ

肝機能障碍 二先行 スル時期 ニ アルモ ノト考 ヘ ラ

レル。 コ ノ時期 ハ、既 二肝機能先進期 テ過 ギテ

4ル ガ、 尚未 ダ著 明ナ肝機能障碍 ヲ示 スニ至 ラ

ナ イ状態 デアル ト思 バ レル。
ゼ　

(b)急 性膿胸患者 ノ手術後 「アゾル ビンーS」尿 中

排泄%(第4表)㌦ 　

急性膿胸患者 ノ手術後、臨 床的症状 ノ著 シク輕

快 シタ時期 工於 ケル「ア ゾルビ ン・SJ尿 中排泄%

ハ、2時 間縮計李均15.4%デ アル。各病型...一..ツ

イ テ言 ヘバ、全膿胸 ハ18。1%デ 爾輕度 ノ肝機能

障碍 テ示 テ イルニモ拘 ラズ、部分的膿胸 ハ1Q.7

%ト ナ リ、全 ク正常 二復 シ、 ソノ両者 ノ間 二著

明 ナ差異 が見 ラ レル。 シカシナガ ラ、肝機能検

査 時 ノ手術後 日数 ヲ・見 ル ト、全膿胸 デハ5例 軍

均27.2日 、 部分的膿胸 デノ・3例 李均51。3日 ト

ナ リ、後者 ノ・前者 ノ約2倍 ノ日数 ヲ要 シテイ

ル。 コノ手術後 日鍛 ノ比較 ノミカラ言 ヘバ、急

性全膿胸二於 ケル肝 色素排泄機能障碍 ハt日 数

テ重 ネルコ トご ヨリ爾軽快 シ、次第 二部 分的膿

胸 ノ手備後 ノ値 即 チ正常値 二近 ヅキ得 ルモ ノト

想像 サ レル。 ソ レニモ拘 ラズ、 コ ノ全膿胸5例

中3例 二遺残腔 ヲ認 メ穐後 二陣善性膿胸 二移行

セ シメ粘 ソノ1例(勝 ) ,二封 シテ。之三二ニデ氏胸

廓成形術 テ施 行 セザル テ得 ナ カヅタコ トノ・以上

第4表 急性膿胸、手術後「アゾルビンーS」尿中排泄%

屡術後型 、 月H 日 藪

ま

過騎 辮 脚糊　

全膿胸

7/XI(14)

2/X,,

20/1(15)

6/L,

10/IV,,

・8" 、轟繊 膿 ヲ繰返シ・

32日濃 纏 慧 義容㌔8竺1

21/1膿 量320cc

67"126/1胸 部 成 形 術 施 行

6/V殆 全治 退 院
7.2

12。2%

6!血 膿 量120cc

14"5/m膿 量10cc

16佃 殆 全 治 退 院

5〆IV排 膿 、 一般 状 態

5,,悪 化 シ

261VI死 亡

2.8

18.1

6.2

6.4

1.5

3.2

5.7%}26.1%

2.020.1

1。0

2.0

12.5

12.4

13.2×19.6 十

全膿胸5例2時 間総計 亭均

77"!潔 欝 醒 鵜57.73.、2.、 勢、、5

月駈増加ス

118.1%

部分的
膿 胸

14!皿.,

2411V"
155・還 腰 麟 治雛3・1・2・8・.6

1011V,,

0.7

122"蘭IV離 離 院5.7-13.・;・,・{・.8

14.4

8.2

9.6

十

部分的膿胸3例2時 間総計 李均
1…7%}一

・急性膿胸8例2時 間総計 李均

i・5・4%{+
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ノ肝色素機能 障碍 ノ推移 ト照 シ合 セテマ コ トニ

興味 アル事實 デ アル。後述 スル ヨウニ、陳薔性

膿胸 患者6例 ノ入院時二於 ケルrア ゾル ビ ンーSJ

尿 中排泄%ハ2時 間李均18.0%デ アル ガ、 全

膿胸5例 ノ手術後(i.均27.2日 〉「アゾル ビン

£」値18,1%ト 比 較 スUバ 殆 ド日数 スル値 デア

リ、両者 ノ間ユ相通 ズルモ ノラ認 ンル コ トが出

来 ル。帥 チ、急性全膿胸 八手術後李均4週 間頃

(最短5日 ～最:長67日)二 八、肝 色素排泄機能障

碍 が明 カニ輕快 スル ガ、 ソ ノ障碍 程度 ノ・陳萬性

膿胸 二近接 スル。勿論個 々 ノ症例 ニ ツイテ言 ヘ

バ、手術後2週 間後(■)ニ ノ・既二全 ク正常 ト

ナ リ、叉約7週 間後()ニ ナ ツテ漸 ク正常 二

復 シテイルガ、結局大 遺残腔(勝 呂1例i容 量

320cc>テ ノ コ シ、シェー デ氏胸廓成形術 ヲ施行

セザルヲ得 ナ カツタモ ノモアル。

部分 的膿胸 ハ3例 共t退 院後外來治療 ヲ受 ケ凡

テ全治 シテ イル が尚退 院時二於 ケル肝 色素排泄

機能 ハ李均値10.7%ト ナ リ1全 ク正常 デアル。
ミ ヘへ

(2)「 サ ン トニ ン」尿法

(a>急 性 膿胸患者 ノ入院時 「サ ントユ ン」色素尿

中排泄:量(第5表)ボ

急性 膿胸患者8例 、 入院時 轟於 ケル 「サ ントニ

ン」色素排泄量:へ24時 間縮 計 ノ準均 ハ125デ

中等度 ノ肝解:毒機能 障碍 が認 メラ レル。 コ レラ

病 型別二見ル ト、全膿胸(5例)ハ92、 部 分的膿

胸(2例)ノ ・158ト ナ リ、 ソノ差 異ハ 自ラ明 カデ

アル。 緊張性 全膿 気胸 ノ1例(■ ■■ゲバ161デ ア

リ、 比較 的輕 度 ノ肝機能 障碍 が認 メラ レ、 サキ

ノ「アゾル ビ ンーS」ニ ヨル肝 色素排澱機能 ノ成績

ト合 セ考 ヘ ル ト、甚 ダ興味 ガアル。 帥 チ、肝解

毒 機能 二於 テモ、肝 ξ幾能障碍 ノi現ノ、レノレニ:先立

ツテ機能 完進状態 ガア リ、 本症例 八筋 二先進期

ラ過 ギテ イルが未 ダ爾比較 的輕 度 ノ機能障碍 ヲ

呈 スルニ ト ドマル ト考 ヘネバ ナ ラヌa

`b)急 性 膿胸患者 ノ手簿後 「サ ン トニ ン」色素尿

中玉来泄量(第6表 〉

急性 膿胸患者6例 ノ手術後 二於 ケル 「サ ントニ

ン」色素尿 中排泄量 ハ李均210デ 、肝解毒機能 ノ

障碍 が全 然認 メラ レナ ィ0即 チ、手術 ニ ヨリ肝

解毒機能 八朔 カニ正常状 態 二復 シテイル。嵐

各病型別 二言 へざ、:全膿胸(3例)ノ 、234,部 分

第5表 急性膿胸、入院時「サントニ ン」色素尿中排泄量
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…
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F
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…
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■

お
一22惚胸

轟隆■

的膿胸(3例)ノ ・186ト テ リ、前者ノ・勿論 、後 者

モ略 ≧正覚 デアルc

(3>糖 員 荷法

(a>急 性膿胸患者 ノ入院時糖同化機能 ノ検査

(第7表)

急性膿胸患者6例 ニツイテ、入院時ユ於ケル
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第6表 急性膿胸、手術後「サントニン」色素尿中排泄量

氏名 病 型 月 日 _欄 一}一 一…

駅 留

傷 跡 ニン」色素尿中排泄量

慧特昇i判 牢
団1副 膵

　

■}一
■ 全膿胸

8-91XI(14) 0
{78 55 50 18 201 一

6-7!X皿,, 84 42 27 20 0 173 十

■ 10-11/皿(15) 108 75 45 40 60 328 一

全脳3例24時 間繍 鞠 。1鰯 網

■
部分的
膿 胸

15-16/皿,,5303022㌧/67
崖

144十 十

■ 19→0凪 「77 ,56132221
15 203一 ・

■ 1、_12/1V.i5。72一}36}27} 25 210一

紛 的擶3例24時 間網 鞠i・861±

雛 麟6例 繍 間繍 鞘{2・ ・ 一

瞬

施

策7表 急性膿胸、入院時糖同化機能検査
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第8表 急性膿胸・手後糖同化機能検査 .

ー

トー

定剃

一

L一

…
…

…

…

學
8787

ーー
一

99㎜

一

蝋

一

一

町側副驚倒岡目
鞠棚髄鋤部

)筋㊥値精血

㌍
一

難ーミ
ξ鰍

-
甜
-

鍬…時腹空

十m悩

8699

四鵬

m
獣

燭覆12

一

一
97

一描一節

96

描
捌

99

囎

一

98

83

蜘

㎜
偽
餅

鵬凱
10

螂η10

期亀11

一

一
99m

i
mm

一
儲
一

柳
…

酔

均亭鄭膿全
備11

11 螺

ーー

ー

ー

9

捌m茸一

撚

酬剛巨
鞠鋼麟性

日月

の照駆

働鋤
畑12

例

、

砺12

馬脚
馬瑚

型病

揃全

的
胸分都膿

急'

か

名義

■
幽
■
.

■
■
■



574 宮本 二肺、肋膜疾患患者ノ肝機能 【第20巻

糖同化機能 ノ検査テ行 フト、経 口的工糖負荷(葡

萄糖50丸)後 軍均60分 デ最高 ノ血糖値155mg

%二 達 シ、以後次第二下降 シ、3時 間 日二八空

腹時以下 トナツテイル。 づレヨリ、輕度 ノ糖同

化機能障碍 が認 メラレル。コレテ病型別二見ル

ト、全膿胸(3例)李 均最高血糖値 ノ・159mg%

ノ部分的膿胸ハ151mg%ト ナ乳、何 レモ軽度

ノ締同化機能障碍ガァリ、 ソノ程度二於テ全膿

胸 ノ方 が多少強 イ。

〈b>急性膿胸患者 ノ手術後糖同化機能 ノ検査

く第8表)

急性膿胸患者6例 ニツイテ、手術後 二於 ケル

糖同化機能検査テ行フ ト、糖員荷役ZF均30分 デ

最:高ノ血糖値131mg%二 達 シ、以後漸減 シ、3

時間目二空腹時 ノ値以下 トナル。故二手術後 ノ

糖同化機能ハ正常デアル。爾、之ハ全膿胸及ビ部

分的膿胸 ノ病型別ニツイテモ全ク同様 デアル。

(4)赤 沈、血清高 田氏反慮s血清「ビリルビン」、

尿 中蛋白、糖及 ビ「ウロビ リー 、「ウロビ リ

ノ'一ゲ ン」、Cミ ロ ン収 慮

急性 膿胸患者 ノ入院時 ト手術後 二於 ケル赤沈、

血清 高田氏反感 血清 「ビ リルビ ン」ヲ比較 スル

ト、赤沈 ハ入院時季均79粍 ヨリ手術後46粍 二

減少 シ、血清 「ビ リルビ ン」ノ・入院時季均0.592

mg%ヨ リ 手術後軍均0。335mg%ト ナ ク、 高

田氏反懸 ハ大照 二於 テ陽性度 テ減 ジテイル。

尿 中 ノ蛋 白へ 入院時 孚数 以上陽 性 デアツタ ノ

が、手術後 二八殆 ド凡テ陰性 トナ リ、「ウロビ リ

ン」、「ウ ロビ リノー ゲ ン」モ、手術後 二於 テ消失

乃至弱陽性 二輪化 シ、 「ミロ ン」反応 モ同様 二陽

性度 ヲ滅 ジテ イル0継

以上 二於 テ、手術後 二著明 ナ攣化 ラ認 メ得 ル ノ

ノ・、赤沈、血清 「ビ リル ビ ン」ノ尿蛋 白、「ウロビ

リン」、 「ウロビ リノー ゲ ン」デ アリ、 血清高田

氏反慮 及ビ「ミロ ン」反慮 ハ、 ソレニ比 べテ絵 リ

顯著 ナ攣化 テ示 サナ イ。

第9表 赤 沈 、 血 清 高 田底 反 懸 、 血 清 「ビ リル ビ ン」、 尿 蛋 白、 糖 「ウbピ リ ン」、

....ゲソ」、 「ミ 回 ソ」反 磨 ノ入 院 時 ト手 備 後 二於 ケ ル比 較

「ウ ロ ビ リ ノ

賃 名 月 日 赤 沈
高 田 氏1血 清

反 応 。ビ リル ビ ン

14/IX(14)

21X,,

6/x,,

9/】H1,

/

/

101

/

柵

0.273m倉%

/

1.848什

一}0 .357

`f'「0 .273

蛋 白

±

十

ウQビ糖

リ ン

14/XIr,

2d/1(15)

24/1ら,

141皿,,

5/1V一

1.0/IQ"

30/X∬(14)

/

/
90

62

25

34

92

十

一{0 ・252

十十

10.315

0。252

十

十十

0.409

0.567

±

±

0.315 {±

什

十

十十

リ

ン

ビ

ゲ

ロ

ー

ウ

ノ

惜

±

±

ミ ロ ン

反 慮

10/1(15)

29/狂,,

24/1V,,

19/皿

10/1V,,

21/XI,,

/ 十 0.252

十

±

±

±

一十

±

± ±

93 柵

鼎

± ±

± ±

0,725 十 ± ± ±

6 0.347

/

71

十十 0.315

十 0.409 ± 十

± ±

卦

44 0.357 十 穫 柵 柵

(備考)同 …患者ノ上欄ハ入院時、下欄・・手術後 ノ成績 ヲ示メc(■)ノ 下欄ハ手術直後死

亡シタタメ検査不能デア ツタ。
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〈5)総 括 韓化 シテイル。「ミロン」反慮 モ大磯陽性度 ヲ減

急性膿胸患者ハ手術前二於テ、何 レ毛肝臓 ノ ジテイル。

色素排泄機能、「サントニ ン」解毒機能及ビ糖岡 部チ、急・睦膿胸患者 ノ入院時肝機能障碍バ、 ソ

化機能 ノ三種共二障碍サレテイルガ、 コノ障碍 ノ病型三碧リ程度 ノ差ハ アルガ、閉鎖性開胸術

程度八病型別ニヨツテ異ナリ、全膿胸が最モ著 及 ピコレ二伸 フニ瓶法三 碧ル陰腿排膿法が行ハ

明デ、部分的膿胸ハ之二次 ギ臨休的症状 ノ最 モ γ、熱モ下 り、一般状態 が良好 トナル ト共二輕

激烈デ手衛後間モナク死亡 シタ緊張性全膿気胸 快 シ、膿 ノ分泌が止 ミ、膿胸 が臨林的二治癒 ス

ガ最モ輕度デアルコトハ注 目二値 スル。 コレ 亀ルニ至 レパ、肝機能ハ全 ク正常 トナル。

ハ、サキニ述ベタヨウニ、肝機能障碍 ノ初期皇 弟二項 陳奮性膿胸患者 ワ肝機能検査

當 リ、未ダ充分 ナ機能障碍が嚢現 スルニ至ラナ 陳茜性膿胸患者6例 中、4例 三八シェーデ氏胸

イタメト考ヘ ラレル。手術後、臨休的症獣 ノ奢 靡成形術ラ行 ヒ、他 ノ2例 ノ・二瓶法ニヨル陰墜
ら

シク輕 快 シタ時期、 即 チ全膿胸 デハ約4週 頃、 排膿法 デ行 ツタ ノミデ殆全治 セシメテ イル。

部分的膿胸 デハ約7週 頃、再 ビ肝 機能検査 ヲ行(1)「 ア ゾル ビンーSJ尿法

ツ タ所 ガ、部分 的膿胸患者 二於 テノ・凡 テ ノ肝機(a)陳 善 性膿胸 患者 ノ入院時 「アゾル甘 ンーS」尿

能 が正 常 トナ リ、全膿胸患者 モ肝 色素排泄機能 、 中排泄%(第10表)

ノ樫 イ障碍 が見 ラ レル以外ハ、 凡 テ ノ機能 が正 陳奮性膿胸患者6例 ノ入院時,一一.於ケル 「アゾル

常 二復 シテ ィ1L。 全膿胸患者 ノ肝 色素排泄機能!ビ ンーS」尿 中排泄%ノ ・、2時 間李均18.0%デ 、

二於 テ手術後、鶴林的症状 ノ著 シク輕快 シタ時 明 カニ肝色素排泄機能 ノ障碍 ガ アルδ急性膿胸

期 二爾輕 イ障碍 ヲ示 ス ノノ・、一方 ニノ・全膿胸 ノ 患者 ノ21.3%二 比 ス レバ輕 イ。 前 項 二於 ケル

或 ルモ ノが陳善性膿胸 二移行 スル コ トテ示 シ他 念性全膿胸患者 ノ手術 後 ノ 「アゾル ビ ンーS」ガ

方 二八向後更 二治 療 テ加へ、局所症状 が軽 快 シ18・1%デ ア リ、陳奮性膿胸患者入院時 ノ値 ト略

タナ ラバ肝機能障碍 が全 ク清失 スルニ至 ルコ ト 篭一致 スル。 コ レハ、手術後二於 ケル急性全膿
リ

ラ物語 ツテイル。實際二於テ、急性全膿胸5例 胸 ヨづ陳薔性膿胸 ヘ ノ移行 ラ物語 ルモノデア
む

中3例 二残遺腔 テ謹明 シ、 ソノ1例 二封 シテ後 ル。
ゆ.......「シェ.一デ 「氏胸廓成形術 が行 ハvタ ノデ ア(b)陳 菖性膿胸患者 ノ手術後 「ア ゾル ビ ンーS」尿

ル。手術後肝機能 ノ正常 トナツタ部分的膿胸患 中排泄%(第11表)

者 ノ・3例 共、退院後 ノ短期 間 ノ外來治療 ニ ヨリ 陳菖性膿胸患者4例 ノ手術後 二於 ケル 「アゾル

何 レモ全治 シタ。之 二反 シ、全膿胸患者5例 中 ビンーS」尿中排泄%ノ ・2時 間李均10.7%デr全

2例(■ 、■)八 間.w.シ テ全治 シタガ、3ク 色素排泄機能 ノ障碍ノ・ナ イca

例 ノ、何 レモ陳善性膿胸 二移行 シ・1例(■)-¥(2)「 サ ントニ ン」尿 法

:/工二二∠斥胸廓成形術 ニ ヨヴ全治 シ・1例(■(a)陳 薔 性膿胸 患者 ノ入院時 「ザ ン トニ ン」色素

薗 ハ當時観 察中1他 ノ1例(■)ハ 術後 ニ ケ 尿中排泄%(第12表)

月 デ全 身衰弱 ノタメ晶死 亡 シテ ィル。 陳薔性膿胸患者6例 ノ入院時 二於 ケル 「サ ン ト

入院時 ノ血清 「ビリルビ ン」(孕均)0.593mg%モ ニ ン」色素尿 中排泄量 ノ・、24時 間李均163デ ァ

・手術後(平 均)0・335mg%出 減 少 シ
、赤沈 ノ・凡 テ リt急 性膿胸 患者 ノ125二 比 べ レバ、 ソノ障碍

オ ソクナ リ・ 入院暗弱 賜姓 デアツタ尿蛋 白モ手 ノ・比較 的軽 度 デァル。金7上 原{7)ヨ レバ、陳

術後ハ凡テ 陰性 トナ リt「 ウロビ リン」モ1例 蕗性膿胸患者21人 ノ「サ ン トニ ンJ色 素尿 中排

(■■)テ 除 ク他凡 テ陰極 トナ リ、 「ウロビリノ 推量:24時 間縮 計ノ・最 少12カ ラ最 大237二 及

一 ゲ ン」モ全 ク潰失7.ル カ或 ハ 少 ク共弱 陽性 ユ ビ
、 ソノ平均 ハ143デ アル。爾、健康者20人 ノ
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第10表 疎薄性膿胸、入院時「アゾルビンS」尿中排泄%

氏 名

い

1

月 目

「ア ゾル ビ ン・S」尿 中排 泄%2時 間

判 定
3の6σi 即 下 習{… 総 計

ll"
一 10/V田(14) 22・5%4・0%3・4%6・5望i36・4% 柵

■ 7.6 3.4 2.9 1.2 15.1 十
…

一
2蛋⊥ _魂
261XI,, }7.9 5.2 3.7 1.4 18.2 十

■ 17/1X,, 5.6 3.1 L1
}一 弓

0・6-0・4 一
　 -

一 26/IX,, 6.8 1.2 2.3 2.2 12.5 一

■ 10/X,,{8.1
㎜刷

4.1 1.8 1.3 15.3 十

6例2時 間 鞠1・8・ ・%i+

氏 名}月 日 ♂ アゾーs尿 中排泄%2時 間

},3側 副gぴ ・2凹 繍

剃 定

一i 16/V皿(14) 7.21%13。3%11、3%iO.9タ6112.7%
一

■ 711X,, :11.3 3.2 0.2:0.411.3 引

き

一 ・ 17/XH,, 2.7 2.3 1.71.4、8.1 一

一 一{牌_一■}9/1(15) 5.5 2.6 1.6{0.810.5
}一}一一一 一

4例2時 間 卒均

}…}… 旧 皿 π}π π

i10・7%i

・
_二__

一

「

第11表 陳藷性膿胸、手術後「アゾル ビ艶Sl尿 中排澱%

第12表 陳薄性膿胸、入院時「サントニン」色素尿中排泄量
4

定朔

一

什

軒
一

柵

十

醐
詳

細純綿こ
一

愛
器

]

搦…・「
3

「
瓢

聾

3

鵬引5
5創

鍋24

十街
16

多
ヌ

華

…

濁

」

排中尿素色物ドン傷

一

28541

1016

9陶

A
U34

ー

ー1
…
」

ウ酌

0907尋'

0

18…I1

5

τ
4…娼

撚一
併
一

σ

　

77

30

4

57

0
-

一

f
L

一

禦
} 一

54一…

80

20

84

0

42

均李問時24嘲

日月
曝一

の四脚■
"

侶43

L伝28
一27

一

29

棚姫■
"

囎一■
"

魏レ

き

名氏

1

,
…
ヌ

;

一

…

一
;
準田

一
第13表 疎薄性膿胸、手術後「サントニン」色素尿中排泄重

氏細 日1鼎r響 讐r {
24時 間

総 計
判 定

瀞

一17一 一18/▽m(14) 65113613σ 一40 16
『 「}

287i一 ・
用… …一 』 一

■.19-20/XI,, 一 し」 騎 48125 0 159:十1

一110-11/X" 55 80 olo 0 135 什

■;18-19/X皿,, 78 99 46 12 199 一

■ ・10-11/1(15)一__㎝ 一㎝ 馬柵{需 品 辞踊 ～
26 12 18i13 ,6 _一 望.__

5例24時 間 李均

}一 ㎝心 一 中㎜馳 一_禍_
75[十 十

1・7・r;一
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軍均 ハ202デ 、 ソノ最 少ノ・134、 最:大八、256ト

ナ ツテ イル。尿中 ノ「ウロビリン」麗 テ参酌 スル

ト、Cサ ン、トニ ン」尿法 エ ヨル陳薔性膿胸患者 ノ

肝機能障碍 ノ陽性率 ハ21人 中13入 デ62%二

當 ル。次 表 ノ如 ク、著者 ノ症例 デハ、「サ ン トニ

ン」解毒機 能 ノ障碍 が認 メラレル ノハ6例 中4

例 デアル。
いダ 　

(b)陳 菖 性膿胸患者 ノ手術後「サ ントニ ンJ色 素

・ 尿 中排泄:%(第13表)1

陳 菖 性膿胸 患者5例 ノ手術後 二於 ケル 「サ ント

ニ ン」色素尿中排泄量ノ・24時 間李均171託 入

院時 ヨリ輕快 シティルガ、爾軽度 ノ障碍が認 メ

ラレル。

(3)糖 負荷法

(a)陳 蕪性膿胸患者 ノ入院時糖同化機能検査

(第14表)

陳薔性膿胸患者5例 ノ入院時二於ケル糖同化機
　

能検査(軍均〉二言レバ、 血糖値ハ糖員荷役60

分デ最高値156mg%二 達 シ、3時 間後二至ル

モ空腹時 ノ値 三篠 シナイ。帥チ、明カユ糖同化

第14表 陳奮性膿胸、入院時糖同化機能検査

、民 名 月 日
血 糖 聡値(mg%)i

剛 定
3。}

一__へ 一

空劇 訓6引g耐 震の
■ 121V皿(14) 75 104 124 一 106 96 1一

■ ・51X皿
,, 110 166 185 142 130 146 十

一 2011X・, 92 148 166 139 119 111 十

■ 30/IX,, 77 151 115 87 81 109 十

■1ユ31L、 愈 1031211 1491 124 113 140 十』一一一 一{一 一{一

5例 鞠1911・561・48i123い1・1・181+

機能 ノ障碍ガアル。 陳薄性膿胸患者4例 ノ手術後二於 ケル機同化機

(b)陳 藷性膿胸患者 ノ手術後糖同化機能検査 能検査/平均)ニ ヨレバ、糖負荷後30分 デ最高

(第15表)ノ 血糖値126mg%二 達 シ60分 後二八106mg%
'

:第15表 陳 奮性膿胸、手術後糖同化機能検査

氏 名
`

月 日
血 糖 値侮9%)

空腹時13・ ・{6りg・ ・1・2d禦

■ 181V血(14) 77/117
ヒ

88 73{95]03
281X,, 91140 119 1101131113■

■ 191XIゆ, 117 一 77 119 1171116幅

■ 22/1(15) 125 136 141}14、 145117

4例 鞠i・ ・3い261・ ・6111・1・18{・12

二低 下 シ
、 ゴノ糖 同化機能 ハ正常 デアル.

(4)血 清 高田氏反応、血清 「toリル ビ ン」、尿 中

蛋 白、糖、 「ウロ ビリン」r「 ウロビ リノー

グ ンふ 「ミロ ン」反慮

、血清 「ビリルビ ン」ノ・入院時 季均0.522mg%デ 、

手術後0.444mg%昌 減 少 シテ ィ,ルa尿 ノ蛋」白

ハr入 院時凡 テ陰性 デアツタガ
、手術後1例 畠

判 定

於 テ却 テ陽性 トナ リ、 「ウロビ リ ン」禮 モ手術後

1例 ラ除 クノ他 陰性 トナ リ、 「ミロ ン」反慮 モ凡

テ陽性度 テ減 ジテイル。手術後._...却テ蛋 白 が陽

性 トナ リ、「ウロ,ピリ ン」艘 が爾 陽性 デ アヅタ1

例 ハ、後 二敗 血症 デ死 亡 シタ。血清 高田氏反慮

ハ、1例 二 於 テ 手術後却 テ 陽性 二 軸化 シテイ

ル。血清麻 田氏反慮 ノ・、 コノ場合必 ズ シモ他 ノ
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拶

第16表 血 清 高 田茂 反 鷹 、血 清 ザビ リノレビ ソ」、 尿 中蛋 白、 糖 、 「ウ ロビ リ ソ」、 ザウ 鴇ビ リノ

ー ゲ ソ」、 「ミロ ン」反 磨 ノ入 院 時 ト手 術 後 二於 ケル 比 較
良

民 名 月H
高田民
度 慮i

血 清
ビ リ角ンビ ソ 贋 白 糖

1 ウ ロ ビ

リ ソ

ウ ロ ビ リ

ノ ー ゲ ソ

ミ ロ ン'

反 鷹
一 桐禰A鞘 ～ 〔

10/V皿(14)・ 一 0・452mg%し 一 一 十 十 ±

.■ 16/vL・L+ 0.746・ 一 一 一 一 一
一

16/X,, 一 0.473一 一 一 十 十■
/ / /}/ / / / /

26!IX,, 十 0,452 一 ± 一 ± 一

■
7/X,,1/

i
/ 、_扁_ 一 一 一

2/X "1柵
而…

"/
一
十十

十十
5

0,809 一・ 一 冊 惜 ±■ 一一
18/XI 0,452 ±}++ 督 十

■ 10/X,, 0,725
…

一 一 ア +}+
17/X皿,, 0,357 _}_

1
一 一1±

26/XL一+
一

〇,473
ゴ

・一i一
席"一一 臣r一…点 一 一 一

十 ・ 十

一 一}±碧■
一}}

16/皿(15)1柵 0,221 十 替i+

肝機能検 査成績 トー致 シテ イナ イ。

(5)総 括

陳薔性膿 胸患者ハ入院時_._..於入 色素排泄 機能

「サ ン トニ ン」解毒 機能 及ビ糖 同化機能 ノ凡テが

軽度 二 才カサv,手 術後 ニノ・色素排泄機能 ト糖

同化 機能 ノ、全 ク正常 二復 シ、 「サ ントニ ン」解毒

機能 ノミハ入院時 二比 シテ確 カニ軽 快 シテ イル

双 爾輕 イ障碍 が認 メ ラレル。 コvラ ノ肝機能

障碍 へ 急性膿胸 二比 べテ軽度 デ アル。

血清 「ビ リル ビ ン」ノ・、入院時季均0.522mg%ヨ

拶第
二 節

リ手術後0.444mg%二 減 少 シ、「ウロビ リン」艦

ノ、___..例テ除 ク他 凡 テ陰 性 トナ リ、 「ミロ ン」反慮

モ陽性度 テ減 ジデ ィ)L。 シカ シ、血清高 田氏反

磨 ハ、 手備後却 テ一例 二 於 テ 陽性 トナツテイ

ノレo

要 スルニ、 陳薔牲膿胸 患者 ノ肝 機能障碍ハ、急

性膿胸患 者 ノソレ二死 ジテ輕 度 デア リ、手術 ニ

ヨツテ、 ソノ肝機能 ハ殆 ド正常 二復 スルモノデ

ア ル態

肺膿瘍及ビ肺壊疸患者ノ肝機能検査

コvラ3例 ノ患者 ノ・、何Uモ 開胸 サv,肺 病竈

ノ切 解排 膿術ラ 受 ケタモ ノデ アル。

〈1(「 アゾル ビ ンーS」尿 法

(3>肺 膿 瘍及 ビ肺壊疽 患者 ノ入院時 「アゾル ビ
評

ンーS」尿 中排泄%(第17表)

肺膜 瘍及 ビ 肺壊疽患者3例 ノ入院時二 於 ケル

rア ゾルビ ンーS」尿 中排泄%ノ ・李均18.0%デ 、 明

カニ肝色素排 雌機能 ノ障碍 ガ アルO

第17表 肺膿瘍及ビ肺壊疽、入院時ヂアゾル ビソーS」尿中排泄%

民 習 月 日

i
3明6σ

「ア ゾル ビ ゾ・S」尿 中排 泄%

一 一 巾 ∬,ヤ ア触甲山 「へ 騨へ"諏 一 一 一 一 一 一 脚嘲甲㎜_隔 鵬 曜

9σ い2伊

多2時間

総 計
判 定

■122/1X(11)
一 10.0:% 3.0% 0.7% 13.7% 十鰯脚膳■■ ㍑

■[15/x. 1.2% 10.9 2.4 2.7 17.2 十

■}23/1(15)
一 一

___
23.1 一 23.1 朴

一__一`

十3例2時 間 李均 13.2%
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駕

第18表 肺膿瘍及ビ肺壊疽、手術後「アゾルビンβ」家中排泄%

錘

氏 名 月 日

「アヅ 〃 ビ シ・Sj尿 中排 泄%
2博 聞

綿 計
}

■《2%

判 定

十一一

3σ 「 「 「9帽 ・2σ

一i9/X(14) 8.4% 3。3矧 1.7%「L4%
聾

18/XI,, 4.1 3.6 1.3 一1.3
ヨ

10.3一1
一18/∬(15) 115% 一 _一 劃 19.7 十皿一軸晶 一[

3例2時 間 鞠}・4・7%}+

〈bl肺膿瘍及 ビ肺壊疽患者 ノ手術後 「アゾルビ

ンーS」尿中排泄%1第18表)

肺膿瘍及ビ肺壌療患者3例 ノ手術後 二於 ケル
「アゾルビンーS」尿中排泄%ノ ・李均14.7%デ 、樹

種 イ色素排泄機能障碍ガアルケレドモ入院時ヨし

り軽快 シテイル。

〆

(2)「 サ ン トニ ン」尿 法
ぷ

(a)肺 膿瘍及 ビ肺壊疽患者 ノ入院時 「サントニ

ン」色素尿中排泄:量(X19表)

肺膿瘍及 ビ肺壊疽患者3例 ノ入院時 二於 ケル

「サントニン」色素尿中排漉量ノ・李均179デ 、輕

イ解毒機能 ノ障碍ガアル。

第19表 肺膿瘍及ビ肺壊疽、λ院時「サントニ ン」色素尿中排泄量8

氏 名

}},7… 曹一…

月 日
延

㎜

「サ 呪トニソ」色素尿中排泄量
遍

羅時畢画
1

F

星列 硝 引 ・剛 催
23-24/1X(14) 21 60130i10 0 121 障

i一

一
16一 ・17/X,, 98 8464 1. 273一

■____24==25/1(15) 961

、26

到33「 下 0 1421モ+一　

3例 繍 間 鴨
。}・7gl+

(b)肺 膿 瘍及 ビ肺壊疽患者 ノ手術後 「サ ントニrサ ントニ ン」色素尿中排泄量 ノ・平均161デ 、 入

ンJ色 素尿 中排 煙量(第20表)院 時 二比 シテ、却 テ肝解毒機能 ハ少 シ悪化 シテ

'肺膿瘍及 ビ肺壊疽患者3例 ノ手術後 二 於 ケル イル
。"

第 £0表 肺膿瘍及 ビ肺壊疽、手術後「サントニン」色素尿中排泄量

氏 名

一

月 日

一 一

i「サ ン トニ ン」色素 尿 中排 泄量
i24時 間

隅 計
1判 定}一

禦＼{引 引1明 麗
10一 一11/X(14) 50 60

一　 一一 固一 一 一一 一由一

1811301
『 一甲一一

軒一
i{

141

21-22/XH,, 156 63 241015 268 一一
へ 　 一}〒 『一■{9一 一10/∬(15) 36 ・36 3卜 。}。1 75 赫

3例24時 間 李均 1161/+

藤

(3>糖 負荷法

.〈a>肺膿瘍及ビ肺壌癒患者 ノ入院時糖同化機能

検査(第21表).

肺膿瘍及ビ肺壊疽患者3例 李均 ノ入院時二於ケ

ル糖同化機能 ノ障碍程度 ハ 賜陽性 デアル。 即

チ、糖負荷後30分 デ最高t血 糖値146mg%二

達 シ、3時 間 日ニノ、128mg%ト ナ ルガ、 空腹
1

時 ノ値ニノ、復 シナイ。

(b)肺 膿瘍及 ビ肺壊疽患者 ノ手術後糖同化機能

検査(第22表)

肺膿瘍及ビ肺壊疽患者3例 李均 ノ手術後二於ケ

ル糖伺化機能ハ正常 デアル. ,
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第21表 肺膿瘍及ビ肺壊疽、入院時糖同化機能検査

氏 名 月 日

　

26/1黛(14)

19/X)!

29〆1(15)

3例 不 均

血
穫

糖 値(mg%

空醜3σi6σ

11013698

117

105

150

153

巨 ・7/1146

143

157

X37

9叫120'轡

二顎 蓋
,

169144

133 128

145

83

157

128

第22表 肺膿瘍及ビ肺壊疽、手術後穂同化機能検査

転 、 難』

氏 名

一1
-i

1'

月 日 　

空 腹 時1

21/XIr14)105{

13ノ∬てi碕 　 胤 ……弼 「{

2例 鞠1・4

血 糖
ド

30/60/

144i109

1妬1

14昏i1・9

値(mg%)
…一 一一一 一 …一一 一一一 一 判 定

90・112α … ガ

11丁 …け …55… … 紡 「 ㎜_
一 ㎜1

143164一 十

1291・5-6「

(4>総 括

肺膿瘍及 ゼ肺壊疽患者ハ入院時二於テ、色素排

泄機能「サントニン」解毒機能及 ビ糖同化機能 ノ

三種共輕度 ノ障碍ガアルケソドモ、手術後二八

第三節

1.臨 淋 的経過 卜肝機能検査 の

第1例 ■ 、46」

(1)現 症歴

.♂.術 後 肺 炎

色素排泄機能 ト糖 同化機能 ノ、全 ク正常 二復 シテ.

イル。唯、 「サ ン トニ ン」解毒機能 ノミハ、手備

後 モ爾輕 イ障碍:ガ アル。

肺炎患者ノ肝機能検査

昭和14年12月26日 十 二 指 腸 潰 瘍 ノ診 断 デ 胃切 除 ヲ

受 ケ タ ガ、翌27日39.6。Cノ 登 熟 ア リ、29日 二至 ル

モ 爾39¢C内 外 ノ高 熱 が績 キ、 打 聴 診 及 ビ 「レ」線 検 査

ニ ヨ リ、 右 下 葉 ノ急 性 肺 炎 ㍗決 定 ジ タr29日 正 午 カ

ラ、fア ヂ プQン 」(「ズル フ γ ピ リヂ ソ」)ノ 衝 撃 療 法

ヲ始 メ、24時 間 後(8:瓦 服 用)ニ ハ36.5。Cノ 卒 熱 ニ

ナ ツタ.其 後登 熱 ハ見 ラ レナ ヵツ タ ガ、 胸 部 ノ理 學

的所 見 八街 存 綴 シ、 翌 月7日 二至 り全 ク消 失 シ タ.

(2)肝 機 能 検 査 成 績 ぐ第23表).

肺 炎 登 病 時 ノ 「ア ゾ〃 ビ ソーSP・22.5%、(31/】m44)

「サ ゾ トニ ソ」6(1-2/皿45)デ 雨 者 共 著 明 二 才 カ

サ レテ イル ガ、 糖 同化 機 能4/1-1.5ハ 正 常 デ ア〃C「 ア

ゾ〃 ビ)/・S」4時 間値 ハ9。2% 、血 清 「ビ リル ビ ン」0。

409:ng%、(31/X且44)、 血 清 高 田 氏 反旛(一)r赤 沈23

斑m/・t。 尿 中 ノ蛋 白(一)、 糖(一)、"r如 ピ リ ン」贈)

=256 、「ウ ロ ビ リソ_ゲ ソ」(柵)、 ∫ミA:/反 鷹(±)a

1月7日 轟 へ 理 學 的 蚊 二Cレ 」線 所 見 ノ・殆 ド消 失 ジ

タcコ ノ當 時 ノ「ア ゾ 〃 ビ ソーSJハ14.5%(9/1)、 「サ ソ

トニyP・134(10-11/1)‾:.,明 二 軽 快 シ タ ガ 、 樹 輕

な

度 ノ障 碍 ガ ァ肱 糖 負 荷 法 ・磯 病 時 正 常 デ アジ タ ガ、

却 テ輕 イ障 碍 が 視 力 レテ イ〃 壺 血清fビ リル ビン」

0・473mg%(9/1)、 血 清 高 田 氏 反 慮(一)、 赤 沈6搬 搬ノst

尿 ノ蛋 白(一)、 糖(・一)、 「ウ ロビ リ ン'」(十)、 「ウ ロビ

リノ ーゲ ソ」(±)、 「ミ・ 判 反 鷹(±)0『 ウ ・ビ リソ∫

膣 モ 爾 陽 性 デ アノレガ、 登 病 時 ヨ リ 著 明 二減 少 ジ、11

日二 八 全 ク消 失 ジ テ イル.「 ウ ロ ビ リぬ 盟 ノ推 移 ハ

;欠ノ如 クデ アル 。

Cウ ロ ビ リ ソ」 「ウ ロ ビ リノー ゲン3

31!X∬(14)

1/1(15)

2

3

4

5

6

7

8

6

8

2

2

6

2

8

2

6

5

2

3

3

1

3

3

1

2

イ
三

柵

十

十

十

十

十

±

±

士
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9

0

濃三

1

4
よ

残藻 23 表 〆/

月 ∴
1

rア ゾ〃 ビ ソーSJ尿 中排 櫃%

2時 間総計 判 建

艦_一 調欄欄縣顯備輔轍欄繭ノ

什

30ノ, 60ノ 創γ1・2σ

311X旺(14 6.5% 9.8% 一 16・2%」22・5%1

6!1(15) 5.0 4.6 2.9 2。0114.5騨}十 ギ
レ ー

へ}噛

嘩

月 日

「サ ン トニ ン」色 素 尿 中排 泄:量
24時 間

総 計

…一 …一

剣 定

ゴ

3。 6。
1捌 ・2レ 。24

1一一211(15) 3 3 0 o!o 6 柵

10一 ・U!L, 112 ,72 42 80 134 卦

月 日

一一　 物甲

血 糖 値(mg%)
判 定-

空腹剛3σ

㎝ 柳甑の岬揖

6σ1 90ノ 12013。

4/1,, 87 .107 126 146 115 89i一

11π,,{ 96 114 149 124 142 1331十
『 胃

6

2

0

1 ±

±

第2例 ■ 、57j、 ♂・ 念 性 肺 炎

(1)現 症 歴

昭 和15年1月12日 十 二 指 腸 潰 瘍:デ入 院 加 療 中、22

日髄 温 ノ・38・8。C二 上 昇 シ、 脈 搏:130、 呼 吸 数38、 白

血 球 数21000。 喀 疾 ハ膜 様 デ ロ唇 二 「チ ァ ノ.......3..N」ガ

現 ハ レタ。 打 礎1診、「レ」線 検 査 ニ ヨ リ、 右 腕 中 、下

葉 ノ急 性 肺 炎 ト決 定 ジ タ。・22日、「ア ヂ プQン 」ノ衝 撃

療 法 ヲ行 ツ タ所 、24時 間(7瓦 服 用)後 、 髄 温37.3

。C
、 脈 捕:120、 呼 吸 数30ト ナ リ、 口・唇 ノ ヂチ ア ノー

ゼ」ハ消 失 ジ タ。

(2)肝 機 能 検 査 成 績(第24表)

肺 炎0病 當時 二於 ケル 「ア ゾ〃 ビ ソ・S」ハ11.6%(241

1)、 「サ ソ トニ ゾ」ハ132(25-2611)デ 、 色 素 排 澱 機 能

第 24

毒

ニ ハ障 碍 ノ・ナ イ ガ、 「サ ン トニ ン」解 毒 機 能 ハ 中等 度

二 才 カサ レテ イル 。 血 清 高 田氏 反 応(朴)。 赤 沈65㎜

1st。 尿 、 蛋 白(一)、 糖(一)、 「ウ ロ ビ リソ」(柵)=128

fウQビ リノ ー ゲ ソ」(柵) 、 「ミ ロン」反 慮(±)。

2月5日 二 ・・饅 温.37。C、 脈 ・搏80、 呼 吸 数20、 咳 歎

ノ・後 方.rナ リ、 胸部 ニ ノ・濁 音 殆 ド消 失;/、 腱音 ヲ訣

キ、 呼 吸 音 が減 弱 シ テ イル ノ ミ トナ ツタ。 ね ノ當 時

ノ肝 機 能 ハ「ア ゾ ル ビ ン」7.2%(15ノ の 、rサ ソr二y」

280(6-7!皿)、 共 二正 常 デ アル。 肺 炎 獲病 當 時 カ ラ金

治 マ デ ノ 「ウ ロビ リ ソ」髄 ノ消 長 ノ、、 次 ノ 如 〃デ ァ

ノソo

「ウAビ リ ソ」 τウQビ リノー ゲ ソ」

24/1(15)

27

30

4ノ皿

5

表

128

0

8

128

256

鼎

+

+

什

柵

月 日

「ア ゾノレビ ン8」 尿 中排 泄%

2時 間総計 判 定
ぞ30肩6(ド

1
9ぴ1 i2(ソ

24111 、 一 一L喋 11.6% 膏11
.6% 一

5!皿i4.0% 一
.1一 ∵{ 3.2 7.2 一

筆

月 日

「サントニン」色素尿中排澄量
24時 間

総 計
判 定

留;げ!併 ・叫24

25-26/1 0 60 54 18＼tO}132 什
6-7阻 一 170皿 80 3001280 一
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-9

10.

顕.総括的考察

御

±

⑪

十十

さ

2例 共t「 ア ゾプロ ン」ノ衝撃療法 出 ヨリ全治 シ

タモ ノデ アルガ、第1例 二見 ル如 ク、急性肺 炎

時 ノ黄熱 ソノモ ノハ肝機能 障碍 二封 シテ重要 ナ

意味 ヲ持 タナ イ。帥 チ、 「アヂプロ ン」ニ ヨリ、

李熱 トナ ツタニモ拘 ラズ、色素排泄機能、「サ ン

トニ ン」解毒機能 轟ハ著 明ナ障碍 が認 メラ レ、ソ

ノ障碍 ハ臨躰的所見 ノ輕快 ト共 二潰 失 シテイ

ル.爾 、 「ウロビ リン」艦 ノ消長 ガ、鶴林的経 過

トヨグ 致 スル事實 テ注 目スベ キデアル。

第四節 肺 「アクチ ノ ミコーゼ」患者 ノ肝機能検査

L臨 淋 的経 過 卜肝=機 窓 検査

第1例 ■i381、 愈、肺、胸壁rア クチノミコー

ゼ レ」 一

(1)現 症 歴

34歳 ノ トキ、 特 別 ノ原 因 ナ ク大 喀:血 ガ アソ タ。36歳

37歳 ノ2年 間時 々咳 漱 ト共 ユ 血痕 が 出 タ鐙 ジ カγ 、

胸 痛 や登 熟 八難 カ ッ タ.昭 和14年1月24H風 邪 ヲ

ヒ キ38.3ゆCノ 獲・熱 ガ ア リ、 咳 漱 ハ激:ン ク、4月 上 旬

ニ ハ左 前胸 部 二 産痛 が現 ノ・レ、5月15日 ソ ノ部 二腫

脹 が 生 ジ タ.5月30日 更 二 登 赤 が 加 ・叫 、38・4～

38.5◎C二i≦ ル 燈 温 上 昇 ガ ァ ッ タ.6月13日 入 院 シ

タ.X線 上 、 左 腕 全 野 珠 算 中野 二濃 イ散 在 性 ノ陰 影

が詮 明 サ レタ0

(2)肝 機 能 検 査 成 績 く第25表)

入 院 時 ノ肝 機 能 検 査 二 言Lバ 、 「ア ヅル ビ ン・S」20.8

%(131V∬ 一141、 ザサ ソ トニ ン」185(14-15/VH-14}デ 、

色 素i排泄 機 能 ハ 中等 度 二 才 カサ レ、 「サ ン トニ ン」

解 毒 機 能 ハ比 較 的 軽 度 デ アル.空 腹 時 血 糖 値 ハ128

第 25

へ

mg%デ 、 正rリ 高 イC血 清rビ リル ビ ン」0・347組9

%(13!瓢44)、 血 清 高 田氏 反 磨(柵)、 赤 沈103m鶏1st

尿 中 ノ蛋 白(二)、 糖(一)、 「ウ ロ ビ リ ソ」(±)、FウQ

ビ リ ノー ゲ ソ」(一)、 「ミ ロン」反 慮 〆一)Q

7月28日 左 側 前胸 部 ノ腫 脹 ヲ切 解掻 爬 ジ、 第2、3

肋 骨 ヲ一 部 切 除 ヅ タ。 コ ノ膿 中 二,《、 ザア 〃チ ノ ミコ

ー ゼ」ノ「ド〃 一 ゼ」,ヲ'獲見 シ タ。 術 後 喀 度量 ハ減 少 シ

タ ガ、8月12日 左 腋 窩 ト乳 房 下 二腫 脹 が現 ハ レ、波

動 ヲ讃 明 シ タ。 コ ノ頃 ノ肝 機 能 検 査 成 績 ハ 、 「ア ゾ〃

ビ;ノ・S」14.1%(15/vm)デ 入 院 時 ヨ リ著 シ 〃軽 快 シ テ

イル ガ、 樹 少 ン障 碍 ガ ア リ、 ザサ ソ トニ ソ」ノ・134(12

-13/V皿)デ 、 入 院 時 ヨ リ 少 ヅ悪 化 シ テ イル「。 糖 同化

機 能(20/vm)ノ 障 碍 ガ ア リ、 血 清 「ビ リル ビ ン」0。221

mg/(15/V⑳ 、 血 清 高 田 氏 反 癒(十)、 赤 沈92憩 珂st。

尿 中 ノ蛋 白(一)、 糖:(一)㍉ 「ウ ロ ビ リソ 」(一)、 「ウ ロ

ビ リ ノー ゲ ソ議(±)、 ザミロ ソ」反態(±)。

9月8日 軽 快 退 院 ヅ タ。

コ ノ症 例 ハ、 「ア ・ブル ビ ソーS」ヲ除 イ テ ハ、 手術 後 モ

ザ

表 一
,一 難 嘱■噂」L・

月 日

30ノ

一 　 一 一一

ミ

ザア ゾノレビ ソーS」尿 中排 泄%

1__一_.._一__一_一 一一一一一 一__

一i噛r、」圏ゆ

2時 間総計 判 定
・1

　 　 -閏

16σIgσ

ρ…一

{12σ
13〆V皿3。696[4。3%』2。1%1 20.8% 十十

、5/㎜1一 ÷ 警i2.32.、124 14.1

A一{ }

十一 『 一一一一㍉一

日1

… 一㎜

「サ ソ トニ ゾ」色 素 尿 中排 泄 量

一一一A一　

24時 間

総

一 一 一一一　 心 干、}一げ一}

月 陣
6。}9。 ∫

『
ミ

12。24。

剣 定計/
一 唖,・一 一h,

十
…

161112
正

20 7 ユ85i

二者1器± 鋸
毒

60.14
一

・5 125 1341十 十

血 糖 値(mg%)

一

判 定

　 P}『 〒 需

十

月 日

空腹噸3σ
一 曲}{… ゴー 『 一 面 一

20/V皿{

1 叩∵ 鐙 」12σ 匿 一 一

119102141157

… 一1

・54{『
}・28、
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特!肝 機 能 ハ良 好 ニ ナ ツ テ ハ イナ イ。'

第2例 、4$'.]、 舎、肺 、 肋 膜 「ア グチ ノ ミコ」

ゼ 」 ・

(1)現 症 歴

昭 和15年2月 初 顔 面 ノ右 半 分 が腫 脹 シ'、咳 漱、 牙 關

緊急 が現 ハ レ、、更 二2月 中 旬、 右 側 ノ顎 下 淋 巴腺 が

腫脹 ヅ、 切 解 ヲ受 ケ タn4月 カラ牙 關 緊 急 ハ軽 快 シ、

2横 指 ヲ通 ズル様 ニ ナ ツタ。4月 中旬 、:右 ノ耳翼 ノ

前 方 が腫 脹 ジ初 メ タ。8月10日 右 側 胸 痛 ガ ア リ、20

H「 ン」線 上右 腕 上 野 二 空洞 ガ ァ〃 ト言 ハ レ、 肺 壊疽

ノ診断 ヲ受 ケ タ。10月28日 入 院 シ タ。 入 院 後 「レ」

線 検査 ニ ヨ リ膿 胸 ト決 定:ジタ。 後 二 確 定 サ レタ コ ト

デ ア〃 ガ コ ノ例 ハ肺fア 〃チ ノ愛 コー ゼ」デ ア ツ タ。

(2)肝 機 能検 査 成 績(第26表)

入 院 時 ノ肝 機 能 検 査 成 績 ハ、 イァ ゾル ビ ソ・S」1β.8%

(311X)、 「サ ン トニ ン」114(29-30/X)デ 、 色 素 排泄 機

能 障 碍 ハ(±)、 「サ ン トニ ン」解 毒機 能 ト糖 同 化 機 能

(11XI)ノ ・中 等度 二 障 碍 サUテ イル 。 血 清 「ビ リル ビ

ン」0.357翻 臨9%(9/XI)、 赤 沈72m呵st、 血 清 高 田茂 反

感(一)、 尿 中 ノ 蛋 白(一)、 糖(一)、 「ウ ロ ビ リソ」

第

(一 ブ、 ザウAビ リ ノ」 ゲ ソ」(一)、C:aソ 」反 慮(一)0

1用6噸 面 ノ腫脹部ヲ切鰍 タ双 ソノ沸 中カラ

「ア ク チ ノ ミゴ ー ゼ」!「 ドル ー ゼ」ガ謹 明 サ レタ612

月 β 日、 右 側 膿 胸 ノ閉 鎖 性 開 胸 術 ヲ施 行 ジ、 桧 趣 排も

膿 法 ヲ行 ツタ。 コ ノ腹 中及 ビ喀疲 中 カ ラ 相 前 後 ジ テ

ドド〃 一 ぜ」ヲ謹 明 ス〃 コ ㍗ガ 出 来 タ
.同 日200ccノ

膿 が吸 引 サ レタ019H三 八膿 量 ハ25c¢ トナ リ、 盤

温37。C、 脈 揮86、 呼吸 数20ト ナ ソ タ。 コ ノ頃 ノ肝

機 能検 査 成 績 ハ、 「ア ゾル ビ ン・S315.8%(19㎝)、 「サ

ン トニ ン2134(20-21!XII)デ 、 色 素 排 泄 機 能 ノ・少 ジ悪

化 」 デ オ リ、 「サ ン トニ ン」解 毒 機 能 ハ 多 少 輕 快 シ テ

イル ガ、 爾 中等 度 二障 碍 サ レテ イル。 糖 同化 機 能(31

1Xの 正 常 、 赤沈83mmlst、 血 清 高 田氏 反 慮(一)、 尿

中 ノ蛋 白(一)、 糖(一)、 「ウUピ リン2(一)、 「ウ ロビ

リ ノー ゲ ソ」(一)、 「ミロ:/反 鷹(十)。 從 ㌘ 、 つ ノ

症 例 ノ肝 機 能 ハ入 院 時 二 比 べ テ 全 盤 トジ テ 言 ヘ バ、

特 二良 好 ニ ナ ッ テ ハ イナ イ。 肺rア クチ ノ ミ コ「 ゼ」

モ良 好 ニ ハ ナ ツ テ居 ナ イ ノが 當 黙/コ ㍗ダガ、 ソ ノ

後 釜 く培 悪 ヅ、 雨 肺 、 脊 髄 モ 才 力 サ レ、 全身 衰 弱 ノ

タ メ、 翌年6月30目 途:___.__死亡 シ タ。

26表

置

月H

も

「アゾルビン8」尿中排泄%
夢i

}2時 間幽 判 定
i3帽bσ 90/1120・5

」

311X &4% 1.9% 1.9%
L 辱

3.4

1.6%

1.2

13.8% ±

191xπ 7.3 陪9 1.53 十

'

朔 日

鯉

「サ¥ト ニソ」色素尿中排泄%概 1
24時 間

総 計
判 定

3ヲ 6。 9。 1ガi24。
i

29-301X 80 18

16

10 6

7

± 114

・134

、 十十

20-211X皿 . 96 15 0 赫
　 一『 … 一 一

㌃

月 日 詔

血 癒 値(mg%)
判 定

空腹時 301 60ノ 90ノ ・2σir

1/XI 93

82.

161

128

164 190

122

177 167
一
什

311X皿 89 124 166 一

H.総 括 的 考 察

肺r胸 壁或 八節s肋 膜 「アクチ ノミゴー ぜ」患者

ノ肝機能障碍 ハ、以上詳述 シタヨウニ、手 術晶

ヨリ一時多少軽快 スルモ全艦 トシテ特 晶良好 ト

ノ、ナ ラナ イ。 コノ:二例共手術排膿 ニ ヨリ繭時鶴

林的症状 ハ軽快 シタガ、、再 ビ 「アクチ ノミコー・

ゼ」 ノ・周園 二積 り、根本的 ニノ・治癒 シナ イモ ノ

デアッタヵラ、 肝 機能障碍 ノ織綾 ハ 當然 デ ア
　

ル.換 言 ス レバt肺 「ア ク チ ノ ミ コー ゼ 」患 者 ノ
き

肝機能障碍 へ 病勢 ト不行 シテ攣化 スルモノ

ア ア ル 。
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総 括

著者ハ、慧性膿胸(9例)、 陳藷性膿胸(6例)、

肺膿瘍及 ビ肺壌疽(3例)、 急性肺炎(2例 ・、肺

「アクチノミコPtゼ」(2例) 、合計22例 ノ肺、肋

膜疾患患者ニツイテ、諸種 ノ肝機能検査 テ入院

時 ト手衛後或ハ退院時二行 ツタ比較的研究子試

ミ、次 ノ結果 ヲ得 タ｡

(1>入 院時 ノ肝機能障碍ニツイテ言ヘバ、急性

膿胸ハ陳菖性膿胸二比 シテ著明二障碍 サレテイ

ルガ、手衛後ノ、爾者共殆 ド正常二復 スル｡急 性

膿胸 ノ内デへ 全膿胸ナルカ部秀的膿胸ナルカ

ニ ヨツテ、 ソノ肝機能障碍 ノ程度 テ異ニスル｡

入院時、全膿胸ハ部分的膿胸二比 シテ著明ナ肝

機能障碍ガアリ、手衛後二於 テ、部分的膿胸デ

ハ肝機能 ガ全 ク正常 トナルヶ レドモ、全膿胸デ

き ち

ハ色素排泄機能 ノミニ翁輕度 ノ障碍 テ認 メ、億

ハ全 ク正常 二復 スル｡コ ノ全 膿胸5例 巾3例 へ

陳蕪性膿胸 二移行 シ、 ソ ノ内1例 ノ・全 身蓑弱 ノ

タメ死 亡 シタ.

肺 膿瘍及 ビ肺壌疽 モ、入院時 ニハ比較的輕 イ肝

機能 障碍 ガ アルケ レドモ、手術後大燈 二於 テ正

常 二復 スル｡

(2)急 性 肺炎〉・獲病時 二、可 ナ リ著 明ナ肝 機能

障碍 ガ認 メ ラレルガ、解熱 シ、胸部所見 力潰失

スル ト共 畠、全 ク正常 トナル｡

(3)肺 「アクチノ ミコー ゼ」ノ際 ノ肝機能障碍 ハ

手術 ニ ヨリー時多少輕 快 スルガ、病竈 ガ存績 シ

或 ハ籏 大 スル限 リ繊 緬 スル｡

結 論

同 ジク胸 部疾 患 デモ、急性膿胸、急性肺炎 ノ如

キ急 性 ノモ ノニノ、、諌 藷性膿胸、肺 「アクチ ノ

ミコー ゼ」 ノ如 キ慢 性 ノモ ノニ比 ベテ著明 ナ肝

機能 障碍 ガ認 メラ レ、前者 ノ如 ク手術其他 ノ治

療 デ急激 二症 状 ノ輕 快 スルモ ノノ・、肝機能 ノ恢

復 モ著 シイケ レ ドモ、後 者特 二 肺 「ア クチ ノミ

ゴー ぜ」ノ如 久 治療 ニ ヨ リ症状 ガー進一退 シ、

根本 的二治癒 ノ傾 向 テ示 サヌモ ノノ・、 ソノ肝機

能 ノ恢復 ノ、徐 々ニ シテ 著 シクナ イ｡換 言 ス レ

バ、肺、肋膜疾患患者 ノ肝 機能検 査成績 ハ臨淋

的経過 トヨク平行 シ、手術後 ソ レガ良 好 トナラ

ナカツタ肺 「アクチ ノミコー ゼ」ノ如 キノ・豫後不

良 デアル｡郎 チ、肝 機能検査 成績 へ 肺、肋膜

疾患患者 ノ豫後 ヲ判 定 スル タメ ノ重要 ナ根糠テ

與 ヘ ルモ ノデアル｡

コ ノ研究 テ命 ぜラ レ、繕 エズ御指導 ト御鞭捷 テ

賜 バ リ、且 又本論文 ノ御校 閲 テサ レタ恩師大槻

教授 二衷 心 ヨリ感謝 スル｡
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